
（別紙３）

～ 令和６年　10月　25日

（対象者数） 35 （回答者数） 32

～ 令和６年　10月　25日

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
支援者に伝わり易い様に必要に応じて頻度を増や

し、情報共有を図る

2

引き続き、様々活動を提案する

イベントに参加した事のない利用者にも興味のあ

る活動があれば紹介をしていく

3
引き続きSNSを活用し、事業所の状況を伝える

SNSを改めて利用者に周知を図っていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
いくつかのSNSで報告を行う

事業所内掲示を分かり易い位置へと移動する

2

イベントに未だ参加した事のない家族にもイベン

トの周知を促す

要望があれば保護者会の開催を検討する

3

PT・OT等の専門職による支援を行う事が出来る

利用者の評価を行い、適切な支援になるように検討

している

利用者に合った道具、椅子等の環境設定を検討して

いる

○事業所名 すりーぴーす　　児童発達支援

○保護者評価実施期間 令和6年　9月　17日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和6年　9月　17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年2月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

イベント・グループ活動

初めての経験を得られる活動を提案している

楽しみながら色々な活動に取り組める様に支援して

いる

SNSでの情報共有

イベント・活動の紹介を適宜SNSを活用して行って

いる

イベントを実施した時には活動の様子を写真と合わ

せて紹介している

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

避難訓練等の情報の周知

SNSでの報告、事業所内への掲示を行っているが、

周知されていない

共有するSNSを増やす事、掲示物の場所の検討が必

要かと思われる

保護者交流

イベントの中での交流や保護者のお父さんを対象に

した情報交換のイベントを実施しているが、参加者

は多くは無い状況にある

事業所における自己評価総括表公表


